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第４５回経営協議会議事録

日 時 平成２３年７月１４日（木）１６時４５分～１７時５５分

場 所 特別会議室

出 席 者 （学外委員）

赤岩委員、荒井委員、竹岡委員、鶴保委員、長友委員、安田委員、吉田委員

（学内委員）

学長、辻理事、萩野理事、福田理事、加古情報理工学研究科長、

岡本情報システム学研究科長

（オブザーバー）

田中副学長、阿部副学長、船井監事

第４４回経営協議会議事録報告承認（発言者名入りの議事録）

議 題

□審議事項

１．規程等の制定及び一部改正について (資料①)

（①懲戒規程改正関係、②教育研究技師規程制定関係、③育児休業等を取得

した任期付職員の任期延長制度関係）

□報告事項

１．学長選考会議の報告について (資料なし)

２．平成２３年度「大学改革シンポジウム」及び「防災・日本再生シンポジウ (資料②)

ム」の実施について

３．緊急電力不足対策について (資料③)

４．平成２３年度科学技術人材育成費補助金「テニュアトラック普及・定着事 (資料④)

業」について

５．理数学生育成支援事業について (資料⑤)

６．平成２４年度概算要求事項及び平成２３年度国立大学法人施設整備費補助 (資料⑥)

金（大学教育研究特別整備費）関係資料の提出について

７．学部定員超過の状況について (資料⑦)

８．平成２２年度間接経費等の使途について (資料⑧-１～５)

９．東日本大震災における被害学生への奨学金の追加支援について (資料⑨)
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議 題

審議事項１ 規程等の制定及び一部改正について（①懲戒規程改正関係、②教育研究技師規程制定関

係、③育児休業等を取得した任期付職員の任期延長制度関係）

① 辻理事から、懲戒処分について一連の手続きを規定するため、関係規程等を制定及び

一部改正したい旨説明があり、これを了承した。

出された意見は以下のとおり。

(学外委員) 研究成果の捏造等になると必ず弁護士がついて処分を争うことが多くなっているので、

その時、このような懲戒規程等がないと大学は何もできなくなる。問題が起こる前に規程

等を整えておくことは、リスクマネージメントとして素晴らしい。

(学外委員) セクハラ及びパワハラ等を通報する窓口はあるのか。

(学内委員) 窓口はあるが、今まで深刻な問題に発展しないで解決できている。

(学外委員) このような通報窓口は外部になるのか。

(学内委員) 外部に窓口はない。

(学外委員) 外部に窓口を置くところが多いので、検討した方が良いのではないか。

(学外委員) このような懲戒規程等を整備したからには、並行して、問題が起こった時の広報体制も

専門家に判断を委ねたりして、準備をしておくのが良いのではないか。

② 辻理事から、教育研究系技術職員制検討ＷＧの教育研究技術職員の新たな呼称、職位

及び給与に関する制度の答申を踏まえ、教育研究技師関係規程等を制定及び一部改正し

たい旨説明があり、これを了承した。

出された意見は以下のとおり。

(学外委員) 技術職員の新たな呼称は電気通信大学だけで使用されるのか。

(学内委員) 今のところ、当該呼称を使用するのは本学だけだと思う。

(学外委員) 目的は、電気通信大学に優秀な技術職員を集めるというインセンティブを働かせるとい

うことなのか。

(学内委員) 主目的は、技術職員を、もう少し教育研究の具体的なところに、自立的に積極的に関わ

れるような位置付けにしたいことから、呼称の頭に教育研究を付けて、職位構造もそれぞ

れが自立的立場の中で組織化しながら、大学の機能に積極的に関われるような構造にした

ものである。また、給与体系については、現時点では、一般職の本給表を使用していくこ

ととしている。

(学外委員) 対象となる技術職員は何名いるのか。

(学内委員) ３３名いる。今回を機に人数を増やしたということではない。

③ 辻理事から、テニュア・トラック教員及び本学任期規程適用教員が育児休業等を取得

した場合に、本人の申し出により当該期間の任期延長を認める特例を設けるとともに、

その間のテニュア・トラック教員の中間評価、テニュア審査（最終評価）の実施時期を

弾力化するため、特定任期付職員就業規則等を一部改正したい旨説明があり、これを了

承した。

報告事項１ 学長選考会議の報告について

赤岩議長から、本日開催の学長選考会議において審議を行った学長予定者の選考等につ

いて、梶谷学長を次期学長予定者として選考した旨、また、その選考の経緯等について報

告があった。
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報告事項２ 平成２３年度「大学改革シンポジウム」及び「防災・日本再生シンポジウム」の選考結

果について（通知）

梶谷学長から、本学が申請した「総合コミュニケーション科学からの防災・日本再生へ

のアプローチ」が平成２３年度「大学改革シンポジウム」及び「防災・日本再生シンポジ

ウム」に採択されたとの通知が国立大学協会よりあった旨報告があった。

報告事項３ 緊急電力不足対策について

萩野理事から、６月２０日付けで全学にメールで周知を行った「緊急電力不足対策」の

具体的な取組等について報告があった。

報告事項４ 平成２３年度科学技術人材育成費補助金「テニュアトラック普及・定着事業」について

福田理事から、文部科学省へ申請を行った平成２３年度科学技術人材育成費補助金「テ

ニュアトラック普及・定着事業」について、概要等の報告があった。

報告事項５ 理数学生育成支援事業について

福田理事から、文部科学省へ申請を行った平成２３年度理数学生育成支援事業について、

概要等の報告があった。

報告事項６ 平成２４年度概算要求事項及び平成２３年度国立大学法人施設整備費補助金（大学教育

研究特別整備費）関係資料の提出について

辻理事から、平成２３年６月２１日開催の役員会において、学長一任となっていた平成

２４年度概算要求事項について、配付資料のとおり要求したい旨、また、文部科学省より

募集通知があった「平成２３年度国立大学法人施設整備費補助金（大学教育研究特別整備

費）」について、概算要求基盤的設備要求順位１位の「電子ビーム露光装置」を併せて要

求した旨報告があった。

報告事項７ 学部定員超過の状況について

辻理事から、平成２０～２３年度入学の学部定員超過の状況について、本学は文部科学

省から示された基準定員超過率を超えていない旨、また、次年度以降は留年生も在学生数

としてカウントされることとなる旨報告があった。

報告事項８ 平成２２年度間接経費等の使途について

辻理事から、平成２２年度間接経費等の執行状況ついて報告があった。

報告事項９ 東日本大震災における被害学生への奨学金の追加支援について

阿部副学長から、平成２３年６月２１日開催の役員会において承認された東日本大震災

における被害学生への経済的支援（奨学金）について、新たに１名の学生から被災の申し

出があり、被害状況等の確認を行った結果、奨学金支給のための認定基準に合致するため、

当該学生に追加で奨学金を支給することとした旨報告があった。

（閉会１７時５５分）
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［配付資料］

①．規程の改正概要について

②．平成２３年度「大学改革シンポジウム」及び「防災・日本再生シンポジウム」の選考結果に

ついて（通知）

③．緊急電力不足対策について

④．テニュアトラック普及・定着事業申請の概要

⑤．理数学生育成支援事業公募申請書

⑥．平成２４年度概算要求に係る重点事項の考え方

⑦．平成２３年度学部学生数調査票

⑧-１．平成２２年度間接経費の執行報告

⑧-２．平成２２年度奨学寄附金共通経費の執行報告

⑧-３．平成２２年度学長裁量経費等の執行報告

⑧-４．平成２２年度学内補正予算の執行報告

⑧-５．平成２２年度オープンラボ使用料の執行報告

⑨．東日本大震災における被害学生への奨学金の追加支援について

[参考資料]

１．かじとーく（Ｎｏ．４２）

２．国立大学法人電気通信大学概要 ２０１１－２０１２

３．国立大学法人電気通信大学大学案内 ２０１２

４．平成２４年度電気通信大学奨学金募集要項


